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I鐘６脚1鰯明け蝿<：ﾋﾞ脈ち状大砿なﾌﾟｰﾙ
温芝がＭﾌばくＵ，でしきうてい辰先月でし准状（こ１Ｍ､ら露

いⅢ続蚕夏総!<な）握く之ん未あそび巌しん
てＭ㈹です。iiw躯でも､どこがに行こうﾉｲ可が１Ｍ
ろう、と計画を立てているか剛７９いＱとでし｣う。でも．

何もしなくて⑨どこにも行杁、<ＺもＩきい'ケしの工

夫で敢測鬘K呵っていくｗ)です。いつもよｿﾞ方よフリど

け”<〃ラビ脈ち'て目正わけてあげてみて下ごい･≦うと

い勺もと哩灼上もの孝頚'１箸伏謬見できると恩、刃。
又蘆匙ｸﾞ､賃体は天人も弓どもﾓﾉ、がなり曲体力きう芦識し

ます。尚'らこ莚饒､罐睨ｉ/震ｲﾌﾟY大切'て'５[')きす。
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★高熱の時には解熱剤を使うの？

三澤ii;i二lを二を鳧&'二'二i亡;つ懲

騨下鑑識Ⅲ
１．－L二三二』ずTで三二Ｕ鰯1ﾂﾞﾌヱｰﾉ。
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